
６月１２日 「災害から身を守る －危険を予測し回避する力－」 
 

明日から６年生は、日光移動教室に行ってきます。２泊３日、留守にします

が、最高学年の６年生の替わりとなって５年生の皆さんよろしくお願いします。

また、下級生の皆さん、６年生が元気に戻ってこられるように、応援していま

しょう。 

さて、今週は台風３号が近づいています。台風は、大雨や強風で洪水や土砂

くずれ、建物の倒壊など大きな被害をもたらします。また、４月から６月にか

けて地震も多く起きています。地震も人々に大きな被害をもたらします。こう

いった自然災害には、他にも竜巻、雷、津波、大雪などがあります。 

災害には、自然災害だけでなく、人によって起きる人的災害があります。人

的災害には、交通事故や飛行機事故、工場の爆発、火災などがあります。身近

な例でいえば、交通事故があります。その中でも、自転車の事故が増えている

ことを皆さんは知っていますか。自転車の事故には２種類あって、一つは、自

転車に乗っている時に、乗っている側が事故にあう場合、もう一つは自転車が

歩行者をひいてしまう場合があります。どちらも、乗っている人が自転車から

転び落ちてしまい、頭を強く打ってしまうことがあるそうです。地震の時も、

頭を守ることが大切と教えていますが、自転車も同じ事がいえます。皆さんは

自転車に乗る時に、ヘルメットをかぶっていますか。自分の頭を守るために、

ヘルメットをかぶるようにしていきましょう。 

自然災害も人的災害も、避難したり防ごうとしたりすることによって、災害

に遭うことは減り、被害もできるだけ小さくすることができます。危険から身

を守るために、危険があることを予測したり、そこから避難したりして危険な

ことに遭わないようにしていきましょう。そして、こうすればこうなるという

想像力を働かせましょう。例えば学校では、「廊下を走ったら、転んだり友達と

ぶつかったりしてしまう」「階段の左側を急いで降りたら、上ってくる人にぶ

つかってしまう」などです。また、お家に帰ってからは、交通事故にあわない

ように、交差点では「飛び出したら、走ってくる車にぶつかってしまう」「自転

車のスピードを出し過ぎると、急に止まれずに人にぶつかってしまう」などで

す。こういった、危険を予測して防ぐ力をつけていきましょう。 


